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◎
一万

年

　

月

鴨
１

おじいちゃん  温厚で何事にも一生懸命な子です。これから
からの     もよい友達をたくさんつくって伸々と育ってほ

ひ と こ と   しぃですね。      浅次郎さん (80歳 )

地

骨

●
鼻

■

夏

は

朝

早

く

起

き

て

、

し

じ

み
員

を

と

り

に

行

き

ま

す

。

ぼ

く

は

六

時

半

こ

ろ

起

き

ま

す

が

、

ぼ

く

ガ

起

き

る

こ

ろ

に

は

祖

父

は

も

う

浜

に

行

く
準

備

を

し

て

い

ま

す

。

自

転

車

に

動

要

な

物

を

積

む

と

、

「
行

っ
て

＜

る

ど

―

」。

と

、

元

気

よ

＜

声

を

が

け

、

出

が

け

て

行

き

ま

す

。

そ

し

て

、

ぼ

く

ガ

学

校

か

ら

帰

る

こ

ろ

に

は

、

祖

父

も

し

じ

み

員

を

選

び

終

え

、

家

に

帰

っ

て

新

間

を

読

ん

で

い

ま

す

。

夏

は

田

日

こ

の

よ

う

な

調

子

で

、

い

そ

が

し

く

働

い

て

い

ま

す

。

ぼ

＜

の
家

は

七

人

家

族

で

す

が

、

い

つ

も

家

族

全

員

そ

ろ

っ

て

タ

食

を

食

べ

ま

す

。

そ

の

時

祖

父

ガ

浜

で

あ

っ
た

こ

と

な

ど

、

い

ろ

い

ろ

な

話

を

し

て

＜

れ

ま

す

。

そ

ん

な

祖

父

の

話

を

、

ぼ

＜

は

い

つ

も

し

じ

み
漁

ガ

終

わ

っ
て

、

冬

に

な

る

と

今

度

は

老

人

ク

ラ

プ

の

仕

事

で
ガ

ん
ば

っ

て

い

ま

す

。

祖

父

は

老

人

ク

ラ

プ

の
会

長

を

し

て

い

る

せ

い

が

、

日

日

の

よ

う

に

出

が

け

て

行

き

ま

す

。

ま

た

、

震

業

委

員

会

の

仕

事

も

あ

り

ま

す

。

い

そ
が

し

い

の

で

、

か

ぜ

を

ひ

い

て

い

る

時

で

も

外

に

出

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

と

て

も

大

変

そ

う

で

す

。

い

つ

も

元

気

な

祖

父

で

す
が

、

そ

ん

な

時

は

ぼ

＜

も

少

し

心

配

に

な

り

ま

す

。

体

を

大

切

に

し

て

、

い

つ

ま

で

も

元

気

で

い

て

ほ

し

い

と

思

っ
て

い

ま

す

。
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長
寿
の
里
実
現

ス
タ
ー
ト
の
年
に

生
き
が
い
の
あ
る

地
域
づ
く
り

市 浦 村 長

三 重  貢

市浦村議会議長

工 藤 武 則

平
成
三
年
は
来
年
で
す
。
羊
は

「
お
ｔ
ｔ
ｔ

い
Ｌ
柔
順
Ｌ
群
れ
に

ヶ
る
「
な
ど‐
″
イ
メ
ト
ジ
が
あ
り

さ
て
、
「
一
年

の
計
は
元
ｉ
ｔ
あ

り
」
と
言

い
ま
す
。
今
年

の
目
標

創
〔出製
引
∃

鷲

―
‐
１

」



定
時
制
高
校
で
県
内
初

県
内
で
た
だ

一
枚
の
昼
間
定
時
制
高
校
で
あ
る
県
立
金
木
高
校

相
内
分
校
は
、
こ
の
ほ
ど
学
校
教
育
法
の
改
正
を
受
け
、
今
春
か

ら
県
内
で
初
め
て

「
三
年
制
」

の
定
時
制
高
校
と
な
り
ま
す
。

中
に
授
業
を
終
え
、
午
後
か
ら
仕
　
　
内
分
校
の
卒
業
生
は
二
百
名
を
越

事
を
す
る
と
い
う
昼
間
定
時
制
高
　
　

えヽ
て
お
り
、
村
内
お
よ
び
各
地
で

生

か

ら

卒

業

に

必

要

な

単

位

数

で

あ

る

八

十

単

位

を

三

年

で
修

得

さ

せ

、

青

森

県

立

金

木

高

等

学

校

卒

た

く

新

し

い

ユ

ニ
ー

ク

な

定

時

制

ま

た

、

学

習

は

基

礎

的

科

目

を

授

業

を

し

て

お

り

、

就

職

後

に
役

報

処

理

の
学

習

も

取

り

入

れ

て

い

ん

に
行

わ

れ

て

お

り

、

特

に
軟

式

野

球

で

は
定

時

制

通

信

制

総

合

体

と
も
に
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
定
時

圃
圏
珈
⑬

①
入
学
金
　
一
一
一
〇
円

②
授
業
料
　
年
額
六
、
〇
〇
〇
円

③
教
科
書
　
無
償

④
諸
納
金
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
ほ
か
年

額
三
〇
、
〇
〇
〇
円
程
度

⑤
修
学
旅
行
積
立
　
四
年
間
の
積

①

定

通

修

学

奨

励

金

　

年

額

九

六

、

〇

〇

〇

円

（
返

済

な

し

）

②

日

本

育

英

会

奨

学

生

　

年

額

一

嗜

明

口

習

①

出

願

期

間

　

平

成

二

年

二

月

二

②

面

接

　

平

成

二

年

二

月

二

六

日

③

合

格

発

表

　

平

成

二

年

二

月

二

‐こ育雌雅一″綱」測脚」卸峰轟　　一鰤閻圃圏肉靱園閻嘲Ⅷ鵬Ψ

ニ
ュ
ー
モ
デ
ル
の

高
校
誕
生

秋

田

具

美

の
夢

が

と
う

と
う

実

現

し

ま

し

た
。

校

の
昼

間

定

時

制

高

校

の
特

色

を

活

か

し

、
卒

業

に

必

要

な

単

位

数

で
あ

る

八

十

単

位

を

三

年

で
修

得

十

一
世
紀
型
の
高
校
が
、
市
浦
村

学
費
も
安
く
、
地
域
に
開
か
れ
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人
に
な
っ
て
も
二
人
に
な
っ
て
も

心
も
か
ら
だ
も
す
こ
や
か
に

市

浦

村

生

き

生

き

健

康

推

進

大

会

（
第

二
十

一
回

共

同

保

健

計

画

会

議

）

は

、

十

二
月

十

一
日

コ
ミ

ュ

ニ
テ

ィ

セ

ン
タ

ー

に
村

民

、

保

健

所

等

の
関

係

者

ら

約

二
百

人

が

共

同

保

健

計

画

会

議

は

、

地

域

の

に
続

き

、

健

康

づ

く

り

作

品

展

入

家

庭

、
献

血

功

労

者

、

健

康

づ

く

操

、

県

職

場

体

操

の
考

案

者

で
あ

る

人

も

運

動

し

た

ほ
う

が

よ

い

」。

快

い
汗

を

流

し

ま

し

た
。

康
に
害
の
な
い
農
産
物
を
み
な
さ

若
返
る
こ
と
も
大
事
で
は
な
い
で

早

期

発

見

・
早

期

治

療

心
の
持
ち
方
が
大
事

ら

れ

、

精

密

検

査

を

受

け

る

こ
と

不

安

が

な

い
と

は

言

え

ま

せ

ん
。

と
。

ま

た

、

各

種

の
検

査

が
受

け

ら

れ

、

健

康

度

の
チ

ェ

ッ
ク

に
も

長
郎鵬転

離
西

市
葛

越 野 清 志

気
負
わ
ず
さ
り
げ
な
＜

び

な

ど

を

し

ま

す

。

私

た

ち

職

員

時

、

ま

ず

子

供

の
健

康

か

ら

語

ら

の
輪

づ

く

り

―

心

の
健

康

で
す

。

か

な

気

持

ち

は

友

達

を

つ
く

り

ま 長 利 友 子

-203
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第9 民室内運動会団
引で快い汗

一Ｉ
　
ユ
ト

り

自

分

で
気

づ

く

こ

と

が

ほ

と

ん

自

分

で

は

気

づ

か

な

い
心

臓

の
危

葛

西

智

徳



>闘くム
漁

久
り
算
國
ｏ

嘲
　
　
　
　
　
　
ｒ↓
‘
〆
俊
供

斃

恒

安

倍

高

星

の
嫡

子

を

「
尭

恒

」

に

は

「
藤

崎

の
領

主

、

安

東

大

ら

、

藤

崎

城

の
城

主

と

な

っ
た

こ

と

が

わ

か

り

ま

す

。

「
藤

崎

崎
領
守

（
「主

」
か
）
、
後
称

藤
崎
太
郎
」
と
出
て
い
ま
す
の

い
で
藤
崎
城
主
と
な
っ
た
と
考

恒
の
次
に

「貞
秀
」
を
挙
げ
、

尭
恒
と
貞
秀
と
の
間
の
人
名
が

た
と
い
っ
て
い
ま
す
。

「藤
崎

一

一

¨

一

峰

一

］

一

¨

¨
一

¨

し

て
」

以

下

三

桁

不

分

明

）
気

「
高

任

」

の
久

安

三

年

⌒
一

一

四

七

）

か

ら

五

十

年

さ

か

の

ぼ

ま

す

の

で

こ

の
頃

の
人

物

だ

と

オ
で
高
星
の
藤
崎
城
主
と
な
っ

た
も
の
で
し
緯
”
か
。

「藤
崎

家
系
図
」
の

「貞
秀
」
と

「安

一
人
物
で
あ
る
か
ど
う
か
は
は

っ』
わ
れ
は
せ
ん
が
、
き
わ
め

貞

秀

「
尭

拒

十

か

ら

五

十

年

間

の

「
安

東

大

郎

、

貞

秀

よ

り

こ

の

か

た

安

東

大

郎

を

も

っ
て
当

が

風

僕

あ

り

て

勇

敢

の
猛

将

な

り

ど

と

掲

げ

、

「
安

東

大

郎

」

を

安

倍

家

の
嫡

子

の
仮

名

と
す

螺

に

最

ｒ

〔

雌

印

を
「

罐

帝

↑

囃

た

と

て

も

勇

敢

な

猛

将

で
あ

っ

次

に
安

倍

家

の
家

紋

の
変

更

依
「

」

“

衛

計

”

際

の
，

久
物

軋

御

」

咄

さ

路

。

時

庄

倒

荘

国

よ

り

奇

異

の
鷲

の
羽

を

献

上

す

。

上

皇

“

練

爆

嘩

韓

］

』

古二 。

籟

畢

麹

〔

紋

は
獅

好

ＥＩこ
社

丹

な

り

。

此

の

結

改

め

易

へ
て
桧

扇

に
真

羽

を

庶

子

は

桧

扇

に
鷹

の
羽
を
画
く
♂

は

建

久

年

間

（
一

一
九

〇

～
九

仰
せ
つ
け
ら
れ
朝
廷
に
参
内
し

韓
ル
た
。
ち
ょ
っ
ζ
ぁ
時
に

朝
鮮
国
の
使
節
が
来
朝
し
て
珍

え
ま
し
た
。
貞
秀
は
こ
の
恩
賞

た
。
大
昔
か
ら
安
倍
安
藤
家
の

し
う
ら
」
安
藤
物
語
１４

「安
藤

氏
の
系
図
」
０
掲
載
の
挿
絵
を

貞

秀

の
功

績

「建
久
の
頃
」
の
人
で
す
が
、

天

空

振

彎

射

（
革

県

）

の
藤

原

泰

衡

が
義

経

を

か

数

■

っ
た

罪

と

か

こ

つ
け

て
攻

秘
帆

雌

牡
社

プ

け
¨

鵬

」
「

時

ゅ

志し本

」

い
い

能

麹

い

の 達て
抑

¨

時

て
手

柄

を

立

て

た

人

に

「
安

藤

次

」

と

い
う

者

が

い
た

こ
と

が

郎

従

大

河

兼

任

」

が

主

君

の
仇

辺

に

立

て

こ
も

っ
た

際

に
安

藤

っ
て

い
ま

す

。

「
安

藤

系

図

』

頼

朝

の
配

下

に
馳

せ
参

し

た
手

柄

を

頼

朝

が

天
皇

に
奏

上

し

た

移
紹
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確定申告はあ早目に

2月 16日～3月 15日

平成3年度入学生募集
―県立弘前高校通信制―

建設工事入本しに参カロを

希望される業者の方ヘ

市浦村の人口と世帯数  平成311現在

赤十字社員増強運動
月間のお知らせ

で乗る あなたは天国 家族は地獄
―

交通安全は家庭から==

県内の交通事故概況

()内は前年。累計は 1月 から

◎ 飲酒運転による死者は、死者全体の 22%
◎ シー トベル トを着けていないと、4倍 の死亡率

青森県交通対策協議会

累 計
死
者
の
う
ち

飲 酒 運 転 に よ る 死 者

発

生 (7,273) ン
ー
ト
ベ
ル
ト

着 用 義 務 者
(着けなければならない人 )

死

者
非 着 用 者

(着 けていなかった人 )

傷
者 (829) (9,016)

着けていれば
,た と思われ る人

うち
、助ヵ、

シートベルト しめる出が 身を守



人口は減少 したが …
活力のある村に
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平

成

二
年

に
生

ま

れ

た

赤

ち

ゃ

待

で
き

な

く

な

っ
た
本

村

で

は

、

う
」
と
、

は
じ
め
て
気

づ
く

こ
と

子
育

て
に
方
程
式
は
な
く
、
母

の
豊
か
な
人
づ
く
り
を
し
て
ほ
し

子育て相談・しヽ、れあいテレホンによる相談内容

輪

脚

　

お

誕

生

成

田
　
直

史

（相
内
）
武

越

野

智

裕

（十
三

勝

葛

西

諒

大

⌒脇
二

一

‘ν〕
ご結婚

和
　
　
　
勤

（相

口
　
貴
　
子

（福

藤
　
智
　
彦

⌒青

崎
　
留
美
子

（十

囃
閂

陶
喬

（
相

内

）

７４
歳

セ

（
大

田

）

８７
歳

雄

（
十

三

）

７４
歳

す
ぐ

「疲
れ
た
」
と
言
う
、
内
股

で
よ
く
転
ぶ
、
腰
痛
、
低
体
温
、

不
登
校
、
奇
声
を
発
す
る
な
ど
、

も
、
正
常
と
は
い
え
な
い
現
象
が

過
干
渉
に
よ
る
遊
べ
な
い
、
遊
ば

家
庭
の
問
題
な
ど
で
あ
る
と
言
わ

こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
私
た
ち

地区別出生状況 (平成2年 1月 ～ 12月 )

地区別死亡状況 (平成2年 1月 ～ :2月 )

主な死亡原因


